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内容の要旨及び審査の結果の要旨

一日のうちの一定時間帯の５時間だけ環境温度を32℃としそれ以外は24℃とする環境で10日間以上飼育

したラットを，再び一日中24℃の恒温環境にもどすと，かつて32℃の高い気温に暴露されていた時間帯に

一致して深部体温が下降する。本研究は，そのような環境で飼育したラットに体内から温熱負荷を与え，

その時の体温調節反応が，かつて暑熱に暴露されていた時間帯とそうでない時間帯とでいかに異なるか検

討したものである。

ウィスター系雄ラットを環境温度24℃，明暗周期１２：１２時間，自由摂食・摂水下で１週間以上飼育した

後，暗期前半暑熱暴露群（ＨＦ群)，暗期後半暑熱暴露群（ＨＬ群)，および対照群（CN群）に分けた。ＨＦ

群は，一日のうち晴期前半の約５時間のみ，ＨＬ群は暗期後半の約５時間のみ32℃の環境に置き，他の時

間帯は24℃の環境に置くことを２週間繰り返した。ＯＮ群は常に24℃の環境下で２週間飼育した。暴露期

間終了後，ラットを軽度拘束して直接熱量計に入れ，熱平衡が得られた後，その腹腔内に留置したヒーター

により30分間体加温をした。この間，視床下部塩，熱産生量，熱放散量を測定した。測定は暗期前半と後

半のそれぞれ一回ずつ，無作為の順で二日間にわたり行った。

３０分間の腹腔内加温により，すべての群において視床下部塩が有意に上昇した。ＣＮ群では，晴期前半，

後半とも腹腔内加温により熱産生量は変化しなかった。ＨＦ群では，腹腔内加温により晴期前半で熱産生

量が有意に減少したが，晴期後半では変化しなかった。ＨＬ群では，腹腔内加温により熱産生量は暗期前

半で変化しなかったが，晴期後半で有意に減少した。３０分間の腹腔内加温中，すべてのラットで熱放散量

が有意に増加したが，群間に差はなかった。

このように，ＨＬ群およびHF群ともかって暑熱暴露されていた時間帯にのみ，体内からの温熱負荷中，

熱産生還が有意に減少した。これらの結果から，一日のうち一定時間帯に限り毎日繰り返し暑熱に暴露さ

れたラットにあらためて温熱負荷を加えると，熱産生を抑制する反応がかつて暑熱に暴露されていた時間

帯に一致して促進されることが示唆された。

以上，本研究は一定時間帯に限る間欠的な暑熱暴露に馴化した小動物が，体温が上昇する刺激に曝され

たとき，熱産生を抑制する反応を主体とした体温調節をおこない，その反応はかつて暑熱暴露されていた

時間帯でのみ促進することを明らかにしたもので，温熱生理学に寄与する労作と評価された。
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